
研
究
ノ
ー
ト

死
者
の
火

儀
礼
伝
承
の
潜
伏
と
顕
在
と

刀
Φ
⑩

8
「
9
Z
2
8

関
沢
ま
ゆ
み

1
は
じ
め
に

　
「
生
老
死
と
儀
礼
の
通
史
的
研
究
」
は
、
日
本
の
古
代
、
中
世
、
近
世
の
公
家
や

武
家
の
儀
礼
か
ら
近
現
代
の
一
般
国
民
の
儀
礼
ま
で
通
史
的
に
そ
の
変
遷
の
把
握
を

試
み
る
観
点
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
儀
礼
の
継
承
、
変
貌
、
喪
失
と
い
う
当
初
か

ら
想
定
さ
れ
た
展
開
以
外
に
、
い
っ
た
ん
喪
失
さ
れ
た
儀
礼
が
の
ち
に
復
活
す
る
と

い
う
例
な
ど
、
儀
礼
伝
承
の
通
史
性
に
つ
い
て
は
時
代
ご
と
の
環
境
的
な
諸
条
件
を

も
勘
案
し
た
、
よ
り
動
態
的
な
展
開
的
側
面
へ
の
注
目
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
伝
承

の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
最
近
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い

（
1
）

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
儀
礼
伝
承
の
変
遷
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
研
究

は
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
も
一
度
途
絶
え
た

儀
礼
の
復
活

と
い
う
視
点
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
重
要
性
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た

の

は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
の
ジ
ャ
ン
ー
ー
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
教
授
に
よ

る
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
昨
今
の
中
世
の
巡
礼
の
復
活
ブ
ー
ム
の
紹
介
、
同
じ
く
フ
ラ

ン

ス

］乞

〉
い
○
○
の
M
・
ル
ッ
ケ
ン
教
授
に
よ
る
記
憶
と
イ
メ
ー
ジ
の
関
係
性
の
指

摘
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
情
報
収
集
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
］
度

は

中
断
さ
れ
喪
失
し
た
儀
礼
が
近
代
以
降
新
た
に
復
活
す
る
具
体
的
な
事
例
と
し
て

そ
の
復
活
の
理
由
を
追
跡
す
る
上
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
中
部
リ
ム
ー
ザ
ン
地
方
な
ど
に

分
布
す
る
「
死
者
の
火
」
の
調
査
が
有
効
で
あ
り
そ
れ
に
対
す
る
研
究
展
開
の
必
要

性
が
痛
感
さ
れ
た
。

　
生

と
死
を
め
ぐ
る
儀
礼
研
究
は
、
霊
魂
観
念
や
他
界
観
念
に
も
関
わ
り
、
た
と
え

ば
死
者
の

「
慰
霊

と
追
悼
」
を
め
ぐ
っ
て
も
文
化
理
解
と
文
化
誤
解
や
文
化
戦
争
な

ど
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
現
在
、
文
化
研
究
は
日
本
文
化
史
の
視
点
と
と
も
に

比
較
文
化
史
の
視
点
を
開
拓
し
て
理
論
的
な
深
ま
り
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
「
死
者
の
火
」
の
塔
と
近
畿
村
落
の
郷
墓
な
ど
の
巨
大
な
五
輪
塔
の
民
俗

的
意
味
づ
け
の
歴
史
な
ど
は
個
別
的
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
広
く
伝
承
の

喪
失
・
中
断
・
復
活
・
変
奏
と
い
う
伝
承
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解
読
す
る
国
際
的
な

広
が
り
の
中
で
の
比
較
文
化
論
的
な
新
し
い
研
究
視
点
の
実
践
的
開
拓
の
必
要
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

浮
上
し
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。

2
郷
墓
と
五
輪
塔

日
本
の
墓
塔
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
が
五
輪
塔
で
あ
る
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
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は
、
仏
教
で
説
く
万
物
の
構
成
要
素
で
あ
る
地
、
水
、
火
、
風
、
空
の
五
大
を
五
輪

に
か
た
ど
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
大
日
如
来
の
三
昧
耶
形
で
あ
る
と
説
く
真
言
密
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の

教
え
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
。

五
輪
塔
の
造
立

　
墓
塔
と
し
て
の
五
輪
塔
に
つ
い
て
は
、
『
兵
範
記
』
仁
安
二
（
＝
六
七
）
年
七

月
二
十
七
日
の
条
に
、
藤
原
基
実
の
遺
骨
を
木
幡
の
墓
地
（
浄
妙
寺
墓
地
）
に
埋
め

て
、
「
其
上
立
五
輪
石
塔
　
又
　
構
釘
貫
　
其
辺
立
六
万
本
小
卒
土
婆
被
書
法
華
経

六
部
也
」
と
、
釘
貫
（
柵
）
を
巡
ら
し
て
六
万
本
の
卒
塔
婆
を
立
て
た
、
と
あ
る
の

が
早
い
例
と
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
描
か
れ
た
「
餓
鬼
草
紙
」
の
五
輪
塔
と
釘

貫
（
柵
）
の
画
面
を
髪
髭
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。
現
存
す
る
平
安
時
代
の
在

銘
石
造
五
輪
塔
と
し
て
は
、
平
泉
中
尊
寺
釈
尊
院
墓
地
の
仁
安
四
（
＝
六
九
）
年

塔
、
豊
後
臼
杵
中
尾
の
嘉
応
二
（
＝
七
〇
）
年
塔
、
承
安
二
（
＝
七
二
）
年
塔
、

磐
城
和
泉
の
五
輪
坊
墓
地
の
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
塔
の
四
基
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
五
輪
塔
と
並
ん
で
古
代
中
世
に
お
い
て
は
宝
俵
印
塔
も
造
立
さ
れ
た
。
そ
し
て

鎌
倉
・
室
町
時
代
に
板
塔
婆
の
造
立
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
の

ち
一
六
世
紀
を
中
心
と
し
て
近
畿
地
方
一
帯
で
は
小
型
の
一
石
五
輪
塔
が
大
量
に
造

立

さ
れ
た
。
そ
れ
は
小
型
の
角
柱
状
の
石
材
に
刻
み
を
入
れ
て
五
輪
塔
型
に
し
た
も

の

で
、
こ
れ
は
中
小
武
士
層
だ
け
で
な
く
、
有
力
農
民
層
の
場
合
に
も
近
畿
農
村
で

は
さ
か
ん
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
に
な
る

と
石
塔
の
造
立
の
風
は
全
国
的
に
庶
民
階
層
に
ま
で
広
が
り
定
着
し
て
い
き
、
板
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

型
、
箱
型
（
櫛
型
）
、
角
柱
型
な
ど
各
種
の
型
式
が
あ
ら
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
石
塔
の
変
遷
過
程
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
呪
術
的
な
陀
羅
尼
を
蔵
す
る

石
卒
塔
婆
か
ら
、
浄
土
思
想
の
定
着
と
と
も
に
大
日
如
来
や
阿
弥
陀
如
来
そ
の
も
の

を
あ
ら
わ
す
五
輪
や
弥
陀
種
子
の
板
碑
の
流
行
へ
と
変
化
す
る
な
か
で
、
死
霊
鎮
撫
、

死
者
供
養
と
い
う
二
つ
の
機
能
の
う
ち
、
後
者
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
点

で

あ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
は
死
者
の
法
名
を
記
す
各
種
の
型
式
の
石
塔
が
流

行
し
、
死
後
の
浄
土
往
生
の
思
想
の
徹
底
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
一
方
で
近
世
以
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
庶
民
の

間
で
の
家
の
観
念
の
発
達
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
大
型
五
輪
塔
は
平
安
末
期
に
有
力
貴
族
の
墓
塔
と
し
て
、
鎌
倉

期
以
降
は
武
士
や
僧
侶
の
墓
塔
と
し
て
、
ま
た
近
畿
地
方
で
は
と
く
に
奈
良
盆
地
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ど
に
展
開
し
た
大
規
模
墓
地
で
あ
る
郷
墓
に
お
け
る
惣
供
養
塔
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

造
立

さ
れ
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
の
近
畿
地
方
で
は
、
在
地
の
中
小
武
士
層
か
ら

有
力
農
民
層
ま
で
も
が
一
石
五
輪
塔
を
造
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

か

つ
て

の
大
型
五
輪
塔
は
そ
の
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

大
和
吐
田
郷
と
上
田
角
之
進
伝
説

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
も
奈
良
県
下
の
郷
墓
地
帯
に
は
新
し
く
近
代
以
降
に
な
っ
て

造
立

さ
れ
た
五
輪
塔
の
例
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
奈
良
県
御
所
市
名
柄
（
旧
吐

田
郷
）
の
日
蓮
宗
本
久
寺
境
内
に
あ
る
上
田
角
之
進
の
墓
塔
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

　
　
　
（
7
）

て

は
別
稿
で
詳
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
れ
ば
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
吐
田
郷
地
域
の
水
越
川
水
系
に
は
そ
の
上
流
か
ら
、
関
屋
、
増
、

名
柄
、
豊
田
、
宮
戸
、
森
脇
の
六
大
字
が
い
わ
ゆ
る
水
郷
を
形
成
し
て
い
る
。
水
越

川
の
水
源
は
金
剛
山
に
あ
る
が
、
こ
の
水
を
め
ぐ
っ
て
歴
史
的
に
大
和
側
と
河
内
側

と
の
間
で
は
げ
し
い
水
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
吐
田
郷
で
は
こ
の
水
越
川
の
開

拓

者
と
し
て
上
田
角
之
進
（
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
三
月
一
八
日
没
）
と
い
う

伝
説
上
の

人
物
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
上
田
角
之
進
は
大
和
側
の
水
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
も
と
も
と
河
内
側
に
流
れ
て
い
た
金
剛
山
の
水
を
大
和
側
へ
流
れ

る
よ
う
に
上
流
で
お
お
が
か
り
な
開
削
工
事
を
行
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
元
禄
一
四

（
一
七

〇
一
）
年
の
河
内
側
と
の
水
論
に
お
け
る
大
和
側
の
勝
因
は
水
越
川
の
水
が

そ
の
工
事
に
よ
っ
て
事
実
上
、
大
和
へ
と
流
れ
落
ち
て
い
た
事
実
が
検
使
奉
行
に
認

定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
水
越
川
の
開
削
者
と
し
て
上
田
角
之
進
の
名

前
が
そ
の
功
績
と
と
も
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
五
〇

年
ご
と
に
角
之
進
の
報
恩
大
法
要
が
営
ま
れ
、
文
化
一
三
（
一
八
一
六
）
年
に
二
百

回
忌
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
二
百
五
十
回
忌
が
営
ま
れ
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
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経
　
為
善
久
菩
提
　
元
和
三
年
三
月
十
八
日
」
と
書
か
れ
た
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
れ
は
五
輪
塔
の
型
式
で
は
な
か
っ
た
が
「
安
政
四
丁
巳
年
三
月
十
八
日
　
戴
百
五

拾

回
忌
為
菩
提
再
建
立
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
建
立
さ

れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
三
月
に
、
吐
田
郷
中
の
名
前
で
本

久
寺
本
堂
前
に
建
立
さ
れ
た
角
之
進
の
供
養
塔
は
五
輪
塔
の
型
式
で
あ
っ
た
。
そ
し

て

そ
の
五
輪
塔
と
は
人
び
と
に
と
っ
て
こ
の
近
隣
の
郷
墓
で
あ
る
極
楽
寺
墓
や
九
品

寺
墓
な
ど
で
多
く
見
ら
れ
る
中
世
の
記
念
碑
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
伝
統
的
か
つ

歴
史
回
顧
的
な
墓
塔
型
式
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
日
本
の
五
輪
塔
の
よ
う
に
近
世
前
期
で
一
度
は
喪
失
し
た
型
式

が
近
代
以
降
に
新
た
に
復
活
す
る
事
例
や
、
ま
た
儀
礼
と
し
て
一
度
は
喪
失
し
た
も

の

が
そ
の
後
に
復
活
す
る
場
合
の
そ
の
理
由
の
追
跡
等
に
向
け
て
、
墓
地
と
死
者
表

象
と
い
う
問
題
か
ら
フ
ラ
ン
ス
中
部
に
分
布
す
る
「
死
者
の
火
」
の
塔
の
調
査
事
例

の
紹
介
を
行
な
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

3

「
死
者
の
火
」
の
分
布
と
実
態

分
布

　
フ

ラ
ン
ス
中
西
部
に
「
死
者
の
火
」
（
一
①
　
｛
①
O
吟
⑦
叶
コ
①
　
口
Φ
o
カ
　
ゴ
ロ
O
『
⌒
o
り
）
と
呼
ば
れ
る

高
さ
約
六
～
八
メ
ー
ト
ル
の
円
筒
形
も
し
く
は
四
角
形
、
六
角
形
、
八
角
形
な
ど
そ

の

角
数
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
石
造
り
の
塔
が
分
布
し
て
い
る
。
と
く

に
リ
ム
ー
ザ
ン
地
方
に
お
い
て
は
そ
の
分
布
が
集
中
的
に
み
ら
れ
、
現
在
で
は
一
二

県
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
オ
ー
ト
・
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
県

に
一
九
個
、
ク
ル
ー
ズ
県
に
五
個
、
ヴ
ィ
ェ
ン
ヌ
県
に
七
個
、
ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
県
に

五
個
、
ル
・
ピ
ュ
ィ
・
ド
ゥ
・
ド
ー
ム
県
に
四
個
な
ど
で
あ
る
。
か
つ
て
、
少
な

く
と
も
一
八
八
二
年
の
ル
ッ
ク
ラ
神
父
の
記
録
（
団
ε
合
゜
・
已
こ
o
°
・
庁
巳
o
日
①
乙
・
△
霧

日
o
詳
゜
り
亘
o
言
σ
9
い
o
⊆
o
「
、
吋
巨
①
一
日
O
民
日
o
民
①
○
「
①
已
巷
ロ
）
に
よ
れ
ば
ヴ
イ
ェ
ン

ヌ
県
に
は
二
四
個
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
老
朽
化
と
と
も
に
壊

さ
れ
た
例
も
多
い
と
い
う
。

　
塔
の
下
部
に
は
東
向
き
に
扉
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ラ
ン
プ
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
上
部
に
は
火
を
掲
げ
て
明
か
り
を
照
ら
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
小

さ
な
窓
が
あ
る
。
ま
た
、
西
向
き
に
祭
壇
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
、

こ
れ
は
神
父
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
向
か
っ
て
ミ
サ
を
行
う
た
め
の
祭
壇
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
墓
地
の

中
央
付
近
に
位
置
し
、
一
～
一
〇
段
の
階
段
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
例

の
ほ

か
、
道
端
に
建
て
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
死
者

の

火
」
の
目
的
は
、
死
者
の
追
悼
の
た
め
と
か
、
旅
人
の
道
し
る
べ
の
た
め
と
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
死
者
の
火
」
の
塔
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
北
部
や
南
部

に

は

希
薄
な
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
二
世
紀
以
降
、
こ

の

中
部
地
方
に
お
い
て
ゴ
ー
ル
人
が
キ
リ
ス
ト
教
化
し
て
い
っ
た
、
も
し
く
は
キ
リ

ス

ト
教
化
し
よ
う
と
し
た
道
筋
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
と
い
う
仮
説
が

提
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
証
は
な
く
分
布
の
意
味
は
不
明
で

あ
る
。

調
査
地

　
実
際
に
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
末
か
ら
＝
月
初
め
に
か
け
て
の
リ
ム
ー
ザ
ン
地

方
、
ヴ
ィ
ェ
ン
ヌ
県
に
お
け
る
私
た
ち
の
調
査
で
確
認
し
た
「
死
者
の
火
」
は
、
コ

ニ
ャ

ッ

ク
・
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
チ
ュ
ル
ニ
ェ
ン
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー

ル
・

グ

ラ
ヌ
、
サ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ェ
ン
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
サ
ン
・
ジ
ェ
ネ
、
ラ
・
ド

ラ
、
ラ
ン
コ
ン
と
い
う
町
や
村
の
合
計
七
カ
所
の
事
例
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
積
極
的
に
死
者
の
火
の
塔
を
守
ろ
う
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
夫

婦
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

コ

ニ
ャ

ッ

ク
・
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
の
事
例

　
コ
ニ
ャ
ッ
ク
・
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
に
、
「
死
者
の
火
」

の

塔

を
守
る
運
動
を
し
て
い
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地
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＊

る
タ
ロ
ー
夫
妻
（
ζ
゜
Ω
巨
O
め
↓
9
轟
⊆
ユ
（
一
九
四
二
年
生
ま
れ
）
、
ζ
日
①
゜
≦
ひ
鳥
一
め

∋
巨
零
①
⊆
匹
二
九
四
四
年
生
ま
れ
ご
が
い
る
，
彼
ら
は
会
社
や
学
校
を
定
年
退
職

の

後
に
、
地
域
の
伝
統
文
化
に
興
味
を
も
っ
て
、
死
者
の
火
の
保
存
ほ
か
夏
至
の
日

の

サ

ン
・
ジ
ャ
ン
の
火
祭
り
を
復
活
し
た
り
、
牧
草
地
の
す
み
に
あ
る
ヤ
ギ
の
た
め

に
石
を
積
ん
で
造
ら
れ
た
古
い
時
代
の
小
屋
の
保
存
な
ど
の
活
動
を
五
三
人
の
メ
ン

バ

ー
を
組
織
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

タ
ロ
ー
夫
妻
に
よ
れ
ば
、
コ
ニ
ャ
ッ
ク
・
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
の
墓
地
の
「
死
者
の
火
」

地名 立地 建立年 形状

コニャック・ラ・フォーレ
Cognac－la－For6t

墓地 13世紀 四角形傭さ6．511W

サン・ヴィクテユルニェン
Saint－Victurllien

墓地 12世紀 四角形（高さ7m）

オラドゥール・スール・グラヌ
Oradour－sur－Glane

墓地 12世紀 四角形（高さ6．5m）

サン・ジュニェン
Sain七Junien

教会渥根） 屋根部分の塔＊

オラドゥール・サン・ジェネ

Oradour－samt－Genest
墓地 12世紀 八角形（高さ8．86m）

ラ・ドラ

La　Dorat
教会前

円筒形

兵士の石像・電球有

ランコン
Rancon

旧墓地跡（教会近く） 12世紀 円筒形

は
、
一
一
～
一
三
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
世
紀
頃
と

い

う
の
は
こ
の
地
方
に
キ
リ
ス
ト
教
が
広
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
で
あ
り
、
そ

れ

と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ど
の
よ
う
に
火
を
焚
い
て
い
た
か
を
示

す
資
料
は
な
い
。
た
だ
、
墓
地
に
あ
る
こ
と
と
、
西
向
き
に
祭
壇
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
葬
式
の
よ
う
な
何
ら
か
の
死
者
の
た
め
の
儀
礼
が
こ
の
塔
の
も
と
で

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
教
会
の
床
の
下
に

死

者
を
埋
葬
し
て
い
た
が
、
一
般
の
お
金
の
な
い
人
々
は
教
会
の
外
の
墓
地
を
利
用

し
て
い
た
。
　
一
八
二
〇
年
以
前
は
教
会
の
隣
に
あ
っ
た
墓
地
に
「
死
者
の
火
」
も
あ
っ

写真1　死者の火（コニャック・ラ・フォーレ）
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関沢まゆみ［死者の火］

た
は
ず
で
、
そ
れ
が
現
在
の
村
は
ず
れ
の
墓
地
に
移
転
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

現
在
、
死
者
の
火
の
塔
は
墓
地
内
の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
階
段
が
土
の
中
に
埋
も

れ
て

い

る
。
一
九
三
九
年
五
月
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
っ
て
歴
史
的
建
物
に
指
定
さ

れ
、
一
九
八
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
費
用
に
よ
っ
て
一
部
改
装
さ
れ
た
。
こ
れ
を

維
持
し
て
い
く
の
に
費
用
が
か
か
る
た
め
、
市
役
所
の
中
に
は
塔
が
壊
れ
て
な
く
な

る
の
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
く
ら
い
だ
と
夫
妻
は
嘆
く
。
一
般
の
村
の
人
は
「
死

者
の

火
」
だ
か
ら
、
死
の
話
題
は
は
ば
か
ら
れ
て
こ
れ
に
つ
い
て
あ
ま
り
話
し
を
し

た
が
ら
な
い
。
そ
の
た
め
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
か
と
い
う
言
い
伝
え

も
ま
だ
収
集
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ル

ッ
ク
ラ
神
父
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
教
会
の
例
で
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
特

別
な
日
の
前
日
の
夜
に
火
を
つ
け
て
お
り
、
ま
た
＝
月
二
日
の
死
者
の
日

（冨

』o
ξ
餌
①
乙
・
ζ
o
詳
乙
・
）
に
は
火
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
。
神
父
は
こ
れ
を
死
者
の

火
．
一
ご
§
叶
①
∋
⑦
O
o
°
・
目
o
詳
゜
・
．
で
は
な
く
、
．
］
o
°
・
｛
き
芦
×
三
一
m
拾
ロ
巴
－
と
表
記
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い

る
。
（
港
な
ど
の
）
標
識
燈
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
が
キ
リ
ス
ト
教
の

教
義
を
絶
対
視
す
る
神
父
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
般
に
は
「
死

者
の
火
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ル
ッ
ク
ラ
神
父
が
そ
の
よ

う
な
民
俗
信
仰
を
認
め
ず
に
標
識
燈
と
記
し
た
可
能
性
は
大
で
あ
る
。

　
マ

ダ
ム
・
タ
ロ
ー
さ
ん
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
太
陽
の
光
を
当
て
よ
う

と
し
た
が
反
対
す
る
人
も
い
た
た
め
、
実
現
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
な
ん
と
か
、
「
死

者
の
火
」
の
塔
の
窓
に
光
を
灯
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

考
察

　
現
在
で
は
限
ら
れ
た
村
や
町
に
の
み
残
存
し
て
い
る
「
死
者
の
火
」
で
あ
る
。
そ

の
立
地
は

墓
地

に
あ
る
タ
イ
プ
と
教
会
近
く
に
あ
る
タ
イ
プ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、

教
会
か
ら
村
は
ず
れ
へ
と
墓
地
の
移
転
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
「
死
者
の
火
」
の
塔

も
移
転
さ
れ
た
例
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。
旧
墓
地
跡
に
現
在
も
塔
が
残
さ
れ
て
い

る
例
（
ラ
ン
コ
ン
）
も
あ
り
、
死
者
を
埋
葬
す
る
墓
地
に
「
死
者
の
火
」
の
塔
が
建

て

ら
れ
る
形
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
現
在
で
は
、
こ
の
「
死
者

の

火
」
の
塔
に
実
際
に
火
が
灯
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
機
会
に
火
を
灯
し
て
い
た

の

か
、
に
つ
い
て
の
伝
承
も
確
認
で
き
な
い
。

4

死
者
の
表
象
と
し
て
の
「
死
者
の
火
」
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
の
事
例
1

　

調
査
地
の
一
つ
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
の
村
は
ず
れ
の
墓
地
の
中

央
に
は
、
一
二
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
古
い
「
死
者
の
火
」
の
塔
が
あ
る
。
や
は
り

一
九

世
紀

に
行
わ
れ
た
墓
地
の
移
転
に
よ
っ
て
こ
れ
も
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
墓
地
に
は
そ
の
奥
に
も
う
一
つ
、
二
〇
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
コ

ン

ク
リ
ー
ト
製
の
新
し
い
「
死
者
の
火
」
の
塔
が
立
っ
て
い
る
の
が
そ
の
特
徴
で
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
遺
跡
と
み
な
さ
れ
、
使
い
方
の
伝
承
す
ら
失
わ
れ
て

い

る
遺
物
と
し
て
の
「
死
者
の
火
」
の
塔
が
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
も
う
一
度
建
て
ら

れ

た
背
景
を
追
跡
し
て
み
る
。

犠
牲
者
の
墓
地

　

こ
れ
は
犠
牲
者
の
墓
地
（
↑
①
8
日
ぴ
①
芦
号
゜
・
日
胃
蔓
房
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
区

画
で
あ
る
。
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
は
、
一
九
四
四
年
六
月
一
〇
日

に
ナ
チ
ス
の
親
衛
隊
S
S
に
よ
っ
て
村
の
住
民
た
ち
老
若
男
女
す
べ
て
が
殺
害
さ

れ

た
。
犠
牲
者
は
六
四
二
人
で
、
う
ち
男
性
一
七
七
人
、
女
性
二
四
〇
人
、
子
供

二
〇

五
人
で
あ
っ
た
。

　

一
九

四

四

年
六
月
、
チ
ュ
ー
ル
（
弓
已
＝
Φ
）
と
リ
モ
ー
ジ
ュ
（
ご
日
o
口
6
°
・
）
に

入
、
五
〇
〇
～
九
、
○
○
○
人
の
S
S
が
移
動
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
レ
ジ
ス
タ

ン

ス

が
抵
抗

を
試
み
て
い
た
。
チ
ュ
ー
ル
で
は
、
一
九
四
四
年
六
月
九
日
に
九
九

人

が

首
吊
り
で
殺
害
さ
れ
、
三
六
〇
人
が
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
マ

ル
ス

ラ
（
忌
㏄
叶
の
O
⊂
一
①
Q
力
）
で
は
、
一
九
四
四
年
六
月
一
〇
日
に
二
八
人
が
虐
殺
さ
れ

た
。
そ
の
ほ
か
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
（
＜
騨
『
『
一
〇
已
×
）
、
ラ
・
シ
ャ
ペ
ロ
ン
ヴ
ェ
ル
コ
ー
ル
（
冨

O
げ
巷
o
已
①
－
窪
－
＜
隅
8
旦
に
お
い
て
も
一
九
四
四
年
七
旦
二
日
か
ら
ド
イ
ツ
人
に

585



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第141集2008年3月

よ
る
虐
殺
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・

グ

ラ
ヌ
に
お
い
て
も
虐
殺
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
S
S
に
よ
る
村
や
町

を
標
的
に
し
た
虐
殺
行
為
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
へ
の
み
せ
し
め
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

　
　
（
9
）

で
あ
っ
た
。

　
そ
の
な
か
で
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
で
は
犠
牲
者
の
数
が
六
四
二
人

と
多
数
で
あ
っ
た
の
と
、
そ
の
後
、
村
全
体
に
火
を
つ
け
ら
れ
焼
き
払
わ
れ
た
た
め
、

犠
牲
者
の
遺
体
が
骨
と
灰
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
個
人
の
名
前
が
確
認
で
き
な
か

っ

た
点
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
現
在
わ
ず
か
二
人
だ
け
残
っ
て
い
る
生
存
者
の
一

　曇滋、㌻

写真2　死者の火（オラドゥール・スール・グラヌ）

人
、
ロ
ベ
ー
ル
・
エ
ブ
ラ
ス
（
男
o
ひ
①
詳
自
Φ
ひ
轟
゜
・
（
一
九
二
五
年
生
ま
れ
）
）
さ
ん
に

直
接
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
六
四
二
人
の
犠
牲
者
の
う

ち
、
五
二
人
し
か
遺
体
の
名
前
が
判
明
し
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
死

者
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
葬
式
を
行
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
村
全
体
を
そ
の
ま
ま
墓
と
し
て
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
チ
ュ
ー
ル
や
他
の
虐
殺

が
行
わ
れ
た
町
の
場
合
、
再
建
が
な
さ
れ
た
が
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ

ヌ
の
場
合
は
、
戦
後
の
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
の
来
訪
に
よ
っ
て
、
一
九
四
四
年
二
月

に
歴
史
的
遺
跡
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
先
に
紹
介
し
た
コ
ニ
ャ
ッ
ク
・
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
の
ク
ロ
ー
ド
・
タ
ロ
ー
氏
は
当
時

ま
だ
二
歳
だ
っ
た
が
、
こ
の
⊥
ハ
月
一
〇
日
の
夜
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ

ヌ
の
町
の
方
が
一
晩
中
真
っ
赤
に
燃
え
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

一
九

五
〇

年
頃
に
な
っ
て
、
遺
跡
の
町
を
訪
れ
た
と
き
、
女
性
と
子
供
た
ち
が
集
め

ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
教
会
の
中
に
は
骨
が
ま
だ
た
く
さ
ん
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た

と
い
う
。

　
戦

争
終
結
後
、
ナ
チ
ス
の
親
衛
隊
S
S
に
よ
る
虐
殺
事
件
の
一
つ
と
し
て
オ
ラ

ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
の
例
に
つ
い
て
も
審
判
が
続
け
ら
れ
、
一
九
五
三
年

に

ボ

ル

ド
ー
の
裁
判
所
で
判
決
が
下
っ
た
。
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
の

虐
殺
は
、
ラ
マ
ー
デ
ィ
ン
グ
将
軍
が
指
揮
す
る
ナ
チ
ス
親
衛
隊
S
S
の
第
三
師
団

に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
ド
イ
ツ
人
兵
士
の
ほ
か
に

S
S
に
強
制
的
に
入
ら
さ
れ
た
と
い
う
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
フ
ラ
ン
ス
人
兵
士
が
い

た
。
そ
の
両
方
に
対
し
て
い
っ
た
ん
は
死
刑
、
強
制
労
働
、
投
獄
等
の
重
い
判
決
が

言

い
渡
さ
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
特
赦
と
な
っ
た
。
遺
族
た
ち
は
、
こ
の
判
決
に
対

し
て
非
常
に
落
胆
し
た
。
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
犠
牲
者
家
族
の
会
は
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の

国
家
統
合
の
名
目
の
も
と
に
言
い
渡
さ
れ
た
こ
の
判
決
を
、
犠
牲
者
の
尊
厳
を
あ
ざ

け
っ
た
も
の
だ
と
し
て
憤
慨
し
た
。
遺
族
た
ち
は
犠
牲
者
の
骨
灰
を
国
家
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
記
念
館
に
移
す
の
を
拒
ん
だ
。
そ
し
て
、
遺
族
た
ち
は
国
家
の
補
助
を
受

け
ず
に
、
寄
付
金
に
よ
っ
て
、
墓
地
の
一
角
に
六
四
二
人
の
犠
牲
者
の
骨
灰
が
入
っ
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て

い

る
墓
地
を
造
っ
た
。
「
死
者
の
火
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
中
心
に
し
て
、
前
方

に
は
二
つ
の
カ
プ
セ
ル
が
造
り
つ
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
、
名
前
が
わ
か
ら
な
い
犠
牲

者
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
塔
の
バ
ッ
ク
に
は
犠
牲
者
の
名
前
を
刻
ん

だ
プ
レ
ー
ト
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
た
。
プ
レ
ー
ト
に
は
．
o
り
O
d
＜
H
国
宕
o
o
山
O
H
．
「
覚

え
て
お
い
て
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
塔
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
こ
の
地
方
の
「
昔
の
墓
地
に
は
必
ず
あ
る
」
と
い
わ

れ
て

い
る
「
死
者
の
火
」
（
一
①
　
一
餌
口
桿
O
『
口
Φ
　
江
O
ω
　
巳
P
O
『
け
口
力
）
の
イ
メ
ー
ジ
で
作
ら
れ
た
。

火

を
灯
せ
る
よ
う
な
扉
と
窓
も
作
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
火
を
灯
す
こ
と
は
し
て

い
な
い
。

コ

ゥ
メ
モ
ラ
シ
オ
ン

　

こ
の
犠
牲
者
の
た
め
に
、
毎
年
、
イ
ー
ス
タ
ー
、
六
月
一
〇
日
の
虐
殺
の
日
、

一
一
月
二
日
の
死
者
の
日
、
＝
月
一
一
日
の
第
一
次
大
戦
休
戦
記
念
日
、
五
月
八

日
の
第
二
次
大
戦
休
戦
記
念
日
、
に
コ
ゥ
メ
モ
ラ
シ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
追
悼
儀
礼
が

行
わ
れ
る
。

　
二
〇

〇

六

年
一
一
月
二
日
の
死
者
の
日
に
は
、
遺
族
会
副
会
長
ル
・
ベ
ロ
ー
・
ア

ム

リ
ー
さ
ん
（
［
o
切
雲
き
臼
》
日
豊
①
（
一
九
二
九
年
生
ま
れ
）
）
ほ
か
、
約
二
五
人

が
参
加
し
て
追
悼
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
彼
女
は
一
九
四
四
年
当
時
一
五
歳
で
、
町
か

ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
農
村
部
に
住
ん
で
い
た
た
め
無
事
で
あ
っ
た
が
、
兄
二

人

と
従
兄
弟
一
五
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
、
ド
イ
ツ
に
強
制
労
働
に
行
っ
て

い

た
か
ら
助
か
っ
た
も
の
の
、
家
族
は
全
員
殺
害
さ
れ
て
い
た
と
い
う
男
性
、
奇
跡

的
に
逃
げ
切
れ
た
と
い
う
生
存
者
の
男
性
の
子
供
た
ち
家
族
な
ど
が
参
列
し
て
い

た
。
午
前
＝
時
三
〇
分
に
な
る
と
、
犠
牲
者
の
墓
地
の
後
ろ
を
通
っ
て
、
国
旗
を

掲
げ
た
男
性
四
人
を
先
頭
に
参
加
者
が
静
か
に
行
進
し
て
、
「
死
者
の
火
」
の
塔
の

両
脇
に
立
ち
、
菊
と
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
が
捧
げ
ら
れ
、
一
分
間
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

考
察

　

オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
の
一
九
四
四
年
六
月
に
虐
殺
さ
れ
た
市
民
の

た
め
の
墓
地
に
建
立
さ
れ
た
「
死
者
の
火
」
の
塔
の
よ
う
な
事
例
は
、
ほ
か
に
も
オ
ー

ブ
県
の
ブ
シ
ェ
ー
ル
（
］
］
已
O
庁
⑱
『
Φ
o
り
）
の
一
九
四
四
年
八
月
二
四
日
に
ナ
チ
ス
親
衛
隊

S
S
に
よ
る
虐
殺
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
市
民
六
七
人
の
名
前
を
刻
ん
だ
プ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ト
を
台
座
に
掲
げ
た
「
死
者
の
火
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
例
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
一
二
～
一
三
世
紀
の
建
造
物
で
あ
る
「
死
者
の
火
」
が
実

際
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
歴
史
的
遺
物
と
し
て
長
い
年
月
を
経
た
後
に
、
二
〇

世
紀
の
人
々

に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び
死
者
儀
礼
の
表
象
物
と
し
て
再
認
識
さ
れ
、
そ

の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
死
者
儀
礼
の
装
置
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。

5

第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
死
者
の
表
象

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
ー
一
八
年
）
に
お
い
て
多
く
の
戦

死
者
を
出
し
た
。
一
九
一
八
年
の
勝
利
を
背
景
に
、
ま
た
一
九
一
九
年
一
〇
月
二
五

日
に
公
布
さ
れ
た
「
大
戦
中
に
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
死
亡
し
た
者
の
記
念
と
称
揚
」

に
つ
い
て
の
法
律
に
よ
り
「
祖
国
の
た
め
に
死
亡
し
た
英
雄
を
賛
美
す
る
た
め
に
な

す
努
力
や
犠
牲
に
対
し
て
」
コ
ミ
ュ
ー
ン
へ
の
、
国
の
助
成
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い

（1
1
）

る
。
そ
し
て
全
国
の
各
町
や
村
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
に
お
い
て
、
急
速
に
記
念
碑
が
建

立

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
一
九
二
二
年
以
前
に
序
幕
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の

記
念
碑
の
数
は
約
三
八
、
○
○
○
基
で
、
こ
れ
を
も
た
な
い
町
村
は
ほ
と
ん
ど
な
い

だ

ろ
う
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
記
念
碑
の
立
地
と
形
態
に
つ
い
て
分
析
し
た
ア
ン
ト
ワ
ヌ
・
プ
ロ
の
調
査
に

よ
る
と
、
全
体
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
い
わ
ゆ
る
標
準
型
と
い
え
る
の
は
シ

ン

プ

ル

な
裸
の
石
柱
で
、
市
役
所
の
あ
る
広
場
に
建
て
ら
れ
、
死
者
の
名
前
を
刻
む

だ

け
で
な
く
、
「
○
○
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
名
の
み
）
、
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ス

の

た
め
に
亡
く
な
っ
た
子
供
た
ち
へ
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
。
プ
ロ

は
こ
れ
を
「
市
民
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
名
付
け
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
次
の
ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
詩
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
た
り
、
「
栄
光
」

や

「
英
雄
」
と
い
う
文
言
が
刻
ま
れ
て
い
る
例
を
、
プ
ロ
は
「
愛
国
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
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ト
」
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
れ
も
公
的
な
場
や
よ
く
目
に
付
く
交
差
点
に
建
て
ら
れ

て

い

る
。
こ
の
愛
国
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
石
柱
の
頂
部
分
に
ガ
リ
ア
の
雄
鶏
や

ユ

ー
ジ
ェ
ヌ
・
ベ
ネ
の
像
の
よ
う
に
月
桂
樹
の
冠
や
、
あ
る
い
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
共

和
国
の
絵
を
真
似
て
旗
を
風
に
は
た
め
か
せ
た
勝
利
の
兵
士
な
ど
の
寓
意
を
含
む
も

の

も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
「
愛
国
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
は
共
和
国
的
愛
国
と
民

族
主
義
的
高
揚
の
境
界
に
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
す
で
に
死
に
面
し
た
「
悲
嘆
に
く
れ
た
兵
士
」
の
像
が
あ
る
。
こ
れ
は

墓

地
や
教
会
の
そ
ば
に
建
て
ら
れ
、
十
字
架
を
伴
う
場
合
も
稀
で
は
な
い
。
こ
れ
に

は
犠
牲
を
正
当
化
す
る
「
葬
儀
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
プ
ロ
は
名
付
け
て
い
る
。
こ

の

よ
う
に
犠
牲
を
正
当
化
す
る
こ
と
な
く
、
像
を
伴
わ
ず
、
「
○
○
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
、

死
亡

し
た
子
供
た
ち
へ
」
「
…
死
者
た
ち
へ
」
「
戦
争
で
死
亡
し
た
兵
士
た
ち
へ
」

な
ど
と
い
う
単
純
な
碑
文
の
、
純
粋
に
葬
儀
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
数
多
く
あ
る
。

　

そ
し
て
プ
ロ
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
多
様
性
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
た
時
代

の
地
元

の
政
治
体
質
が
非
常
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
（
中
略
）
コ
ミ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ン
の
死
者
の
個
々
の
名
前
を
永
遠
に
保
存
す
る
」
た
め
の
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、

モ

ニ
ュ

メ
ン
ト
に
死
者
の
名
前
を
刻
み
、
＝
月
＝
日
の
第
一
次
大
戦
休
戦
記
念

日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
、
死
者
一
人
一
人
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
（
『
古
o
日
日
①
σ
Q
①
・
尊

敬
の
意
味
）
を
捧
げ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
い
う
。

　

前
述
の
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー
ル
・
グ
ラ
ヌ
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
死
者
の
追

悼
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
教
会
内
に
、
個
人
の
名
前
を
刻
ん
だ
プ
レ
ー
ト
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
戦
死
者
た
ち
の
場
合
に
は
、
歴
史
的
な
「
死
者
の
火
」
の
塔

の

「再
生
」
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
四
四
年
の
一
般
市
民
の
虐
殺
の
犠
牲
者
の
場
合
に
は
、
伝
統
的
な

「
死
者
の
火
‖
墓
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
烈
に
記
憶
の
奥
底
か
ら
沸
き
あ
が
り
、

そ
こ
か
ら
塔
の
再
現
へ
の
願
望
が
共
有
さ
れ
た
と
い
え
る
。
戦
争
の
死
者
の
あ
り
方

に
も
、
兵
士
と
一
般
市
民
、
戦
闘
死
と
虐
殺
死
、
少
数
と
多
数
、
な
ど
い
く
つ
か
の

相
違
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
た

め

に
犠
牲
に
な
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
兵
士
の
死
と
、
前
述
の
よ
う
に
ナ
チ
ス
親

衛
隊
S
S
に
よ
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
へ
の
み
せ
し
め
と
し
て
犠
牲
に
な
っ
た
多
数
の

市
民
、
と
い
う
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
一
九
五
三
年
の
ボ
ル
ド
ー
の

裁
判
の
結
果
が
、
国
家
統
合
の
名
目
の
も
と
に
市
民
を
犠
牲
に
し
た
も
の
と
な
り
、

人
々
は
国
家
の
援
助
を
断
っ
た
が
、
そ
の
時
、
遺
族
会
は
ま
ず
犠
牲
者
の
た
め
の
墓

を
自
ら
造
っ
た
の
で
あ
る
。
国
家
や
権
力
と
最
も
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
者
た
ち
が
、

虐
殺
さ
れ
た
死
者
た
ち
の
こ
と
を
永
遠
に
記
憶
に
残
す
た
め
の
表
象
物
と
し
て
選
択

し
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
成
立
以
前
か
ら
の
古
い
伝
統
で
あ
り
、
墓
地
に
立
っ

て

代
々
の
死
者
を
見
守
っ
て
き
た
「
死
者
の
火
」
の
塔
な
の
で
あ
っ
た
。

6
ま
と
め

　
儀
礼
伝
承
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
関
連
し
て
、
死
の
社
会
学
を
専
門
と
し
て
い
る
ト

ニ

ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
場
合
、
戦
争
に

お
い
て
学
び
取
ら
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
模
倣
す
る
こ
と
が
、
平
和
な
時
代
に
お
け
る

喪
の
規
範
に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム

と
は
忘
却
す
る
こ
と
、
記
憶
す
る
こ
と
、
そ
し
て
哀
悼
の
不
可
能
性
、
と
い
う
三

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

種
類
で

あ
る
と
い
う
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
戦
争
の
時
代
と
い
う
危
機
的
社
会
状
況
の

も
と
で
、
よ
り
明
確
に
死
に
関
す
る
こ
と
が
ら
に
人
々
が
向
か
い
あ
う
の
だ
と
い
う

の

で
あ
る
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
「
死
者
の
火
」
の
場
合
、
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ー

ル
・

グ
ラ
ヌ
で
は
、
虐
殺
の
犠
牲
者
へ
の
国
家
の
裏
切
り
と
い
う
危
機
的
状
況
の
な

か

で
、
ま
た
コ
ニ
ャ
ッ
ク
・
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
で
も
地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化

と
い
う
危
機
的
状
況
の
な
か
で
、
二
〇
〇
一
年
に
夏
至
の
日
の
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
の

火

祭
り
を
人
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
復
活
さ
せ
、
さ
ら
に
伝
統
的
な
「
死
者

の

火
」
に
火
を
灯
そ
う
と
い
う
人
々
の
動
き
が
出
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
注
目
さ
れ

る
。　

儀
礼
の
復
活
と
い
う
事
象
は
、
た
と
え
ば
日
本
の
神
社
の
神
事
、
祭
礼
な
ど
で
も
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観
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
復
活
の
背
景
に
は
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
要
因
が

関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
本
稿
の
「
死
者
の
火
」
の
事
例
で
は
と
く
に

社
会
の
危
機
的
状
況
と
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

註（
1
）
　
近
代
に
お
け
る
儀
礼
伝
承
の
波
状
的
展
開
に
つ
い
て
、
新
谷
尚
紀
「
儀
礼
の
近
代
」
（
新
谷

　
　
尚
紀
・
岩
本
通
弥
編
『
都
市
の
暮
ら
し
の
民
俗
学
』
三
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
六
年
）
で

　
　
は
「
α
波
、
β
波
、
γ
波
」
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
新
谷
は
、
近
代
の
婚
儀
や
葬
儀
の
変
化

　
　
の
中
に
、
伝
統
的
な
儀
礼
習
俗
（
α
波
1
1
伝
統
波
）
、
明
治
、
大
正
以
降
、
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

　
　
層
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ホ
テ
ル
利
用
の
結
婚
式
や
霊
枢
車
の
利
用
や
告
別
式
な
ど
の

　
　
新
し
い
儀
礼
習
俗
（
β
波
‖
創
生
波
）
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
昭
和
三
十
年
代
後
半
以
降
の
高
度

　

経
済
成
長
期
を
経
て
、
経
済
力
を
つ
け
た
一
般
大
衆
に
も
受
容
さ
れ
て
大
衆
化
し
た
儀
礼
習

　

俗
（
γ
波
1
1
大
衆
波
）
と
い
う
三
つ
の
伝
承
の
波
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
松
岡
悦
子
「
妊
娠
・
出
産
ー
い
ま
・
む
か
し
ー
」
（
新
谷
尚
紀
・
波
平
恵
美
子
・
湯

　

川
洋
司
編
『
暮
ら
し
の
中
の
民
俗
学
』
三
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
三
年
）
も
出
産
習
俗
を
例

　
　
に
、
知
識
か
ら
実
践
へ
、
と
い
う
世
代
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
松
岡
は
北
海

　

道
の
母
子
二
世
代
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
対
し
て
実
際
に
ど
の
産
育
儀
礼
を
行
っ
た

　

か

を
調
査
し
た
。
具
体
的
に
は
、
宮
参
り
（
シ
ニ
ア
世
代
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
育
児
サ
ー
ク
ル

　

世

代
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
初
誕
生
の
一
升
餅
（
シ
ニ
ア
世
代
第
一
子
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
末

　

子
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
育
児
サ
ー
ク
ル
世
代
第
一
子
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
末
子
六
八
パ
ー
セ
ン

　

ト
）
な
ど
で
あ
る
。
調
査
対
象
者
の
生
年
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
推

　

定
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
傾
向
性
の
指
摘
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
現
在
子
育
て
を
し
て
い
る

　

当
事
者
た
ち
の
母
親
世
代
が
、
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
て
も
実
際
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た

　

産
育
儀
礼
を
、
若
い
世
代
は
自
分
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

　

の

よ
う
な
儀
礼
習
俗
の
受
容
の
背
景
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
経
済

　

力
を
つ
け
た
一
般
大
衆
に
よ
る
儀
礼
習
俗
の
受
容
が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
新
谷
も
松
岡

　

も
、
ま
だ
一
度
途
絶
え
た
儀
礼
の
復
活
と
い
う
視
点
は
十
分
で
は
な
い
。
一
方
、
有
職
故
実
関

　

係
の
資
料
に
は
、
儀
礼
の
復
活
が
確
認
さ
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
賀
茂
の
臨
時
祭

　

の

復
活
で
あ
る
と
か
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
二
〇
年
ご
と
の
式
年
遷
宮
で
奉
納
さ
れ
る
神
宝
類

　

は

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
遷
宮
に
先
立
っ
て
組
織
さ
れ
た
御
装
束
神
宝
古
儀
調
査
会
に
よ

　

る
調
査
・
考
証
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
近
藤
好
和
「
伊
勢
神
宮
と
神
宝
」
国
立

　

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
日
本
の
神
々
と
祭
り
ー
神
社
と
は
何
か
？
ー
』
二
〇
〇
六
年
、
七
九
ペ
ー

　

ジ
）
。
そ
も
そ
も
神
宝
（
類
）
を
永
く
保
存
し
て
お
く
習
慣
が
な
く
、
撤
下
後
、
西
宝
殿
に
安

　

置

さ
れ
る
も
の
の
、
次
の
遷
宮
に
際
し
て
は
土
中
に
埋
納
し
た
り
、
焼
却
し
た
り
し
て
処
分
し

　
　
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
有
職
故
実
関
係
の
資
料
か
ら
は
伝
統
へ
の
回
帰
現
象
が
確
認

　
　
さ
れ
る
。

（
2
）
　
一
九
九
八
年
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
す
ぐ
れ
た
外
国
人
研
究
者
の
参
加
を
得

　
　
て

実
施
し
そ
の
成
果
も
研
究
報
告
と
一
般
書
な
ど
で
公
開
刊
行
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
儀

　
　
礼
研
究
も
基
本
的
に
国
際
比
較
の
視
点
を
も
つ
も
の
と
し
て
継
続
的
に
推
進
し
て
き
て
い
る
。

　
　
今

日
の
基
幹
研
究
は
日
本
歴
史
に
お
け
る
通
史
的
研
究
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本

　
　
の

文
化

史
研
究
と
の
い
わ
ば
比
較
枠
、
参
考
枠
と
し
て
こ
れ
ま
で
も
若
干
情
報
蓄
積
の
あ
る

　
　
フ

ラ
ン
ス
の
死
者
儀
礼
に
関
す
る
実
地
調
査
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
九
月
二
三

　
　

日
・
二
四
日
の
研
究
会
に
お
い
て
研
究
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
た
ジ
ャ
ン
ー
ー
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー

　
　
ル

教
授
、
M
・
ル
ッ
ケ
ン
教
授
の
研
究
発
表
も
同
じ
く
死
者
儀
礼
の
比
較
文
化
論
的
研
究
の
方

　
　
向
性
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
3
）
　
石
田
茂
作
『
仏
教
考
古
学
論
考
　
四
　
仏
塔
編
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
七
七
年
、
薮
田

　
　

嘉
一
郎
編
『
五
輪
塔
の
起
源
ー
五
輪
塔
の
早
期
形
式
に
関
す
る
研
究
論
文
集
ー
』
綜
芸
舎

　
　
一
九
五
八
年

（
4
）
　
新
谷
尚
紀
『
両
墓
制
と
他
界
観
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
一
年
、
二
一
九
～
二
二
ニ
ペ
ー
ジ

（
5
）
　
新
谷
前
掲
註
（
4
）
、
二
二
四
～
二
二
五
ペ
ー
ジ

（
6
）
　
大
和
、
南
山
城
、
河
内
、
和
泉
の
平
野
部
に
郷
墓
、
惣
墓
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
墓
地
が
分

　
　
布
し
て
い
る
（
野
崎
清
孝
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
歴
史
的
地
域
に
関
す
る
一
問
題
ー
墓
郷
集
団

　
　
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
二
五
－
一
　
一
九
七
三
年
）
。
数
力
大
字
か
ら
十
数
力
大
字
、

　
　
そ

し
て
吐
田
極
楽
寺
墓
の
よ
う
に
大
規
模
な
も
の
で
は
二
ニ
カ
大
字
で
共
同
利
用
が
な
さ
れ

　
　
て

い

る
。
そ
れ
ら
の
郷
墓
の
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
墓
の
象
徴
的
形
象
物
で
あ
る
大
型
五
輪

　
　
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
年
代
は
一
三
～
↓
四
世
紀
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
（
白
石
太
一
郎
・
村
木
二
郎
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
　
地
域
社
会
と
基
層
信
仰
』

　
　
一
一
二
号
　
二
〇
〇
四
年
）
。

　
　
　
郷
墓
の
墓
地

と
し
て
の
起
源
は
五
輪
塔
や
十
三
重
層
塔
な
ど
の
石
造
遺
物
に
よ
っ
て
平
安
時

　
　
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
れ
る
と
さ
れ
、
多
く
は
律
宗
寺
院
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
考
え

　
　
ら
れ
て
い
る
（
細
川
涼
一
「
河
内
の
西
大
寺
末
寺
と
惣
墓
」
『
中
世
の
律
宗
寺
院
と
民
衆
』
吉

　
　
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
。
た
と
え
ば
大
阪
府
河
南
町
寛
弘
寺
神
山
墓
地
の
総
供
養
塔
と
考

　
　
え
ら
れ
る
正
和
四
年
（
二
二
一
五
）
の
五
輪
塔
の
銘
文
か
ら
、
こ
の
神
山
墓
地
が
律
宗
寺
院
で

　
　
あ
る
寛
弘
寺
の
下
級
僧
侶
で
あ
る
斎
戒
衆
の
敬
念
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か

　
　
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
郷
墓
が
、
墓
寺
の
設
置
と
三
昧
聖
の
定
住
を
と
も
な
う
一
般
庶
民

　
　
の
利
用
す
る
大
規
模
葬
送
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
お
よ
そ
一
五
世

　
　
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
関
沢
ま
ゆ
み
「
墓
郷
・
水
郷
・
宮
郷
を
め
ぐ
る
民
俗
学
的
考
察
ー
奈
良
盆
地
南
西
部
・
吐
田

　
　
郷
の

事
例
よ
り
ー
」
『
宮
座
と
墓
制
の
歴
史
民
俗
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
五
年

（8
）
　
P
↑
国
○
↑
国
図
．
↑
。
°
・
ひ
曽
芦
×
9
e
日
ε
゜
・
『
．
．
じ
d
巨
。
旨
O
㊦
首
゜
り
0
6
」
障
∩
〉
『
合
Φ
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立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
民
俗
研
究
系
）

（二
〇
〇
七
年
三
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
四
日
審
査
終
了
）
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